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写真①

銃を構えた警備員

写真②

ある日の新聞紙面

写真③

柵越しにお買物

写真④

ガラスの埋め込まれたブロック塀

　グアテマラに赴任した当初のわたしにとって、とても異様な光
景に映ったもののひとつは、商店で客と店主の間を隔てる柵の存
在です。
　すべての店が同様ではありませんが、薬局や電子機器を扱う小
売店などで柵が設置されている場合が多いように感じます。その
ような店では、客が自由に商品を手にとって見ることができない
場合が多いです。
　また、家を囲うブロック塀の上に、ガラスの破片を埋め込んで
いる家を時々見かけます。家主にその理由を尋ねると、外からの
侵入を防ぐ防犯対策であると言います。
　ほとんどの住民が親戚や友人関係など何らかのつながりを持つ
この小さな町で、人と人とのつながりや人の目が最大の防犯対策
なのです。

グアテマラ通信
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日常の中の武器

　銀行や薬局の出入口、商店に品物を卸すトラックなど、街中の
至る所で手に銃を構えた警備員の姿を見かけます。また、グアテ
マラの警察官は、手錠などの武器を衣類の外側に装着していま
す。
　グアテマラに赴任した当初のわたしにとって、それらの光景は
とても異様なものでした。日本で日常生活を送る中では、銃など
の武器を直接目にする機会がほとんどないからです。
　また、グアテマラでは、犯罪で捕まえられた人の様子を、手に
掛けられた手錠を隠さずにニュースや新聞で報道しています。こ
れも日本の文化との大きな違いのひとつであり、また人権に関す
る考え方も異なるのだと感じます。

防犯対策


